
「お土居」　　　　　　　　　　     　　

京都では「洛中」「洛外」という市の中心部と郊外を指す言葉がありますが、こ

の言葉が定着したのは、このお土居の影響とも言われています。

お土居とは豊臣秀吉が築いた堀を備えた土塁のことで、京都の町の周囲に作

られていました。その目的は、戦乱の続いた京都を外敵から守る為であり、ま

た鴨川や紙屋川の洪水対策も兼ねていました。そして洛中と洛外を明確に区

分することによって、京都の街づくりを推進する目的もありました。

同時期に築かれた聚楽第と併せて秀吉は京都の城下町化を図ったと考えられ

ています。御土居は北は鷹ヶ峯から南は東寺、東は鴨川の西岸から西は西大路

までの範囲を囲んでいました。御土居によって囲まれた洛中と洛外の出入口は

「京の七口」と呼ばれ、現在は地名として伝っています。

「鞍馬口」=鞍馬街道へ、「大原口」=鯖街道へ、「荒神口」=山中越へ、

「粟田口」=東海道・中山道へ、「伏見口」=伏見街道へ、「竹田口」=竹田街道へ、

「東寺口」=鳥羽街道へ、「丹波口」=山陰街道へ、「長坂口」=周山街道へ。

その後、平和な時代が続いた江戸時代初期からお土居はしだいに取り壊され、

現在では断片的に確認できる程度しか残っていませんが、9ヶ所が史跡として指

定され保存されています。

ぴらたんニュース
京style

京都にちなんだ
話題をお届けします。 　　

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

効果のある PR グッズの定番は オリジナル のぼり旗

イメージ UP 戦略グッズの定番は オリジナル ピンバッジ

印旗 ・ 横断幕　腕章＆タスキ　

神社仏閣幕

地域のお祭りに大活躍する 祭袢天
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